
　戦前の沖縄には、エリートを多く輩出した名門校「沖縄一中」（沖縄県立
第一中学校）がありました。この学校は琉球王国時代に始まり、日本の教
育制度に合わせて名前を変えてきました。有名な卒業生には、沖縄学の研
究者や日本共産党のリーダーがいます。
　この学校で発行されていた学友会の雑誌『球陽』『学友会雑誌』『養秀』が
復刻されました。雑誌には、学生が書いた作品や学校生活の記録があり、
当時のエリート学生の生活や考えがわかります。また、戦争中や戦後の沖
縄に関する重要な資料も含まれています。
　さらに、卒業生が書いたエッセイや沖縄戦に関する記事を集めた同窓
会誌『養秀』も復刻され、これらの資料は沖縄の教育や歴史を研究する上
でとても貴重です。

　2025年３月から、第１回配本（第１巻～第４巻）、第２回配本（第５巻～
第８巻・附録）と続きます。

養秀会館で読めますので、ぜひお越しください。
発行：養秀同窓会　発売：不二出版

戦前期 沖縄一中学友会雑誌集成―『球陽』『学友会雑誌』『養秀』が、発刊!
（全2回配本・全8巻・附録1）

■
学
友
会
雑
誌『
球
陽
』（『
学
友
會
雑
誌
』↓『
養
秀
』と
改
題
）

は
一
八
九
四
年（
明
治
二
七
年
）頃
創
刊
さ
れ
、一
九
三
六

年（
昭
和
十
一
）年
三
月
発
行
の『
養
秀
』第
三
七
号
ま
で

の
三
七
冊
と『
養
秀
』創
立
四
十
周
年
記
念
号
を
合
わ
せ
て

三
八
冊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。本
県
に
お
け
る
学
友
会
雑

誌
の
嚆
矢
で
あ
り
、全
国
的
に
も
早
い
時
期
に
属
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

〜
略
〜 

こ
の
学
友
会
雑
誌
は
全
国
の

中
学
校
、師
範
、高
等
学
校
の
七
四
校
に
交
換
資
料
と
し
て

寄
贈
さ
れ
広
く
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が『
球
陽
』第
一
八

号
の「
寄
贈
図
書
一
覧
」で
分
か
る
。

（
與
儀 

毅
　
一
般
社
団
法
人 

養
秀
同
窓
会
会
長
）

■
今
回
収
集
さ
れ
た『
戦
前
期
　
沖
縄
一
中
学
友
会
雑
誌
集

成
』全
八
巻
の
諸
資
料
は
、こ
れ
ま
で
十
分
に
解
明
で
き
な

か
っ
た
分
野
を
幅
広
く
歩
ん
で
き
た
先
人
た
ち
が
道
を
拓

き
、体
験
を
深
め
、沖
縄
を
支
え
て
き
た
そ
の
実
態
を
よ
く

知
り
学
び
、平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
道
を
切
り
開
い
て
い

く
大
き
な
示
唆
。

（
又
吉 

盛
清
　
沖
縄
大
学
客
員
教
授
）

■
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
、沖
縄
一
中（
現
首
里
高
校
）と
い
う

一
つ
の
学
校
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、社
会
的
に
活
躍
し

た
人
物
の
輩
出
を
見
る
と
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。 

〜
略
〜 

青
春
の
ま
っ
た
だ

中
に
あ
っ
た
若
者
の
文
章
は
、沖
縄
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
悩
み
な
が
ら
も
、希
望
に
向
け
て

立
ち
上
が
る
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
。

（
我
部 

政
男
　
山
梨
学
院
大
学
名
誉
教
授
／
元
琉
球
大
学
教
授
）

『戦前期　沖縄一中学友会雑誌集成』全八巻出版の、推薦の言葉
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